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表紙のことば
　記念すべき会報Family400号は、
会報Familyのこれまでを振り返り
つつ、未来に思いを馳せる内容を目指
しました。また、「これからも混迷の時
代を切り拓くため、読者の皆様の役に
立つ情報の発信に努めながら、次の
500号を皆様と共に迎える」という意
志を、輝かしい未来をイメージさせる
一色で表現しています。これからもよ
ろしくお願いいたします。

Familyと
FUJITSUファミリ会の
未来を考える

会報Family

400号

記念特集
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FUJITSUファミリ会の会報Familyは、今号で創刊400号を迎えます。1964年（昭和39年）に
ファミリ会の発足と共に創刊して以来、発行頻度や判型などを変えながらも、半世紀以上にわ
たって富士通と会員企業の皆様とのコミュニケーションの要として、絶えることなく情報発信
を続けてきました。400号という節目を機に、会報Familyとファミリ会の歩みを振り返ると共に、
今後のあるべき姿を一緒に考えてみませんか。

Familyと
FUJITSUファミリ会の
未来を考える
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福岡　本日の司会を務めます富士通
カスタマーリレーション部の福岡で
す。先日、ご協力いただいたアンケー
トでは、まず、若手会員のデジタル事
情を把握するための質問をしていま
す。その回答結果（図1参照）を踏まえ
て、ご質問やご意見はございますか？
矢作　情報収集ツールが、新聞やテ
レビよりもインターネットやSNSが
主体となっていますが、佐藤会長の
若手時代と比べてどのようなギャッ
プを感じられますか？
佐藤　私の若手時代は、まだインター
ネットもない時代ですので、紙のメ
ディアや人との対話に頼るほかあり
ませんでした。ギャップというより、
まったく別世界のようです。
矢作　デジタルメディア中心の状況
に「期待できること」もあれば「懸念
されること」もあるかと思います。
佐藤　期待できるのは、やはりスピー
ド感。必要な情報が即座に入手でき
るので、課題の解決や環境変化への
対応も早くなるでしょう。かつては
情報の入手手段が少ないため経験が
重視されましたが、今後はむしろデ

ジタルでの情報収集に優れた若手の
方が有利というケースも出てくるで
しょう。一方で、懸念されるのは、氾
濫する情報の中から、いかに有益な
ものを取捨選択するかです。誤った
情報に惑わされないよう注意するこ
とも大切でしょう。
矢作　私も情報収集はもっぱらSNS
ですが、ソースを確認したうえで判
断するよう心掛けています。
浅見　SNSや電子決済の利用状況に
ついて、佐藤会長ご自身はいかがで
しょうか？
佐藤　社長という立場上、どうして
も情報発信には慎重になっていて、
SNSにはあまり積極的ではありませ
んね。決済方法については、現金を
使う機会は少ないですが、アンケー
トを見ると思った以上に現金派が多
いですね。
手島　私は電子決済派ですね。なる
べく現金は持ち歩かないで、財布を
小さくしています。浅見さんは？
浅見　電子決済は最初の手続きが億
劫で、あまり使っていません。現金
の方が、面倒がないという印象です。
福岡　私もそうでしたが、いざ使っ
てみると還元のメリットが大きくて、
これはお得だなと感じました（笑）。

若手会員と佐藤会長の誌面交流会
～FUJITSUファミリ会に対する若手会員からの意見や質問に、佐藤会長がお答えします！～

若手社員のデジタル事情への
期待と懸念

Young members   Chairman Sato

会報Family

400号
記念特集

　会報Family400号を機に、Family
とFUJITSUファミリ会のこれからを
考えていくために、将来の担い手とな
る会員企業の若手社員の皆様を中心に、
アンケートを実施しました。
　ここでは、ファミリ会佐藤会長と、
若手会員の代表4名に、Web会議シ
ステムを通じてお集まりいただき、ア
ンケートの回答結果を基に、Family
やファミリ会に対するご意見やご要
望などについて、忌憚なく語り合って
いただきました。
　なお、誌面に掲載しきれなかった座
談会の全容は、「ファミリ会サイト」に
て動画で公開しています。興味を持た
れた方はぜひ、チェックしてみてくだ
さい。

座談会の様子［前編］ 座談会の様子［後編］
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福岡　続いては、Familyやファミリ
会の情報発信メディアに対する認知
度に関する質問です。残念ながら、
予想を下回る結果となりましたが（図
2参照）、皆さんはいかがですか？
手島　私もYouTubeは見たことは
ありますが、Facebookなどは存在を
知りませんでした。 佐藤会長はメ
ディア活用についてどのように思わ
れますか？
佐藤　ポイントは2つあって、まずは
認知される努力をしているか。もう1
つは、継続的に見ようと思われるだ
けの内容になっているか。この結果
をしっかり受け止めて、情報発信の
あり方を変えていくべきでしょう。

手島　メルマガのような「プッシュ
型」の情報発信にしていけば、もっと
認知度が高まり、閲覧者も増えるの
では。
小谷野　Familyについても、十分に
回覧されていないとの結果が出てい
ますね。私の会社だと、資料ブース
にストックされていて誰でも閲覧で
きますが、現在はコロナ禍での出社
制限もあり、なかなか手に取れない
状況です。 
佐藤　デジタルでの情報収集が主体
になっている現在ですが、紙ならで
はのメリットもあります。紙とデジ
タル、両方の良さをうまく組み合わ
せて、もっと皆さんが活用しやすい
ような形を探っていきたいですね。
小谷野　確かに、Webだといつでも
気軽に見られるので、紙のメディア

に比べて飛ばし読みになりがちです
からね。
佐藤　保険ビジネスでも、紙のパン
フレットをやめてWebにすると申
込が激減したことがあります。紙の
存在感を活かしつつ、デジタルなら
ではの便利さや、双方向性などを取
り入れていけば、より良い情報発信
になるのではないでしょうか。

福岡　次は、Familyやファミリ会の
活動に関する質問へのご回答です。
（図3参照）
手島　Familyは各記事とも満遍な
く読まれているようですね。私は最
新トレンドが噛み砕かれているICT

図1：アンケート結果①　若手社員のデジタル事情

図2：アンケート結果②　ファミリ会情報発信メディアの認知度

ファミリ会の情報発信における
課題が明らかに

会報Familyをもっと
役立てていただくために

インターネット
17名

現金
14名

クレジット
カード
6名

24名LINE

15名Instagram

14名Twitter

10名Facebook

1名なし

電子決済
9名

テレビ
4名

SNS
8名

毎号必ず
読んでいる
4名

回覧されるが
あまり読んでいない
3名

興味のある
記事だけ読む
7名

回覧されず
読めない
16名

情報収集に活用している
主たるメディアは？

使用しているSNSは？
（複数回答可）

日常的な買い物での
主な決済手段は？

ファミリ会が提供している各種メディアで、
閲覧したことがあるものは？ （複数回答可） 会報Familyをどの程度お読みいただいていますか？

新聞・雑誌
0名

12名

14名会報Family

10名FAMILY ONLINE　

その他SNS
（Facebook／
LINE／Twitter／
Instagram）

8名YouTube
（ファミリチャンネル）
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基礎講座を楽しみにしています。佐
藤会長はFamilyを読まれる際にど
んなことを意識されていますか？
佐藤　全部読むと疲れてしまうので
（笑）、興味のある記事を、それも結論
から読むようにしています。結論が
頭に入っていると理解しやすいので。
浅見　私は正直言うと、あまり読ん
だことがなかったのですが、手島さ
んの話を聞いて、ICT基礎講座を読
んでみたくなりました。
手島　多様なテーマを取り上げてい
るHUMAN HUMANもオススメで
すよ。
福岡　ICTに限らず、会員の皆さん
が興味を持つような話題を盛り込ん
で、もっと「読みたい」と思われるよ
うな誌面にしていきたいですね。

福岡　ファミリ会のイベントやセミ
ナーには、多くの方にご参加いただ
き、満足度も高いようですが、中には
不満を覚えている方もおられます。

佐藤　対象を選ぶ内容もありますし、
参加者全員に満足いただくというの
は現実的ではないでしょう。私も、
「数回に一度でも、参考になる話が聞
ければ」という気持ちで参加してい
ますが、意外と貴重な機会に巡り合
えるものです。
小谷野　参加しない理由としては「多
忙のため」が多いですね。私自身の
課題でもありますが、抱えている仕
事を効率化し、自己投資のために時
間を有効に使うために、アドバイス
があればお聞かせください。
佐藤　私も出不精なので、なかなか
参加できない気持ちもわかりますが、
その一方で、忙しい中でも何か新し
い知識を身に付けたいという欲求は、
誰にでもあると思います。コロナ禍
でWebでの開催が主体となったこ
とで、会場まで足を運ぶ必要がなく、
むしろ参加しやすい環境になってい
ますので、ぜひ時間を作って参加し
てもらえればと思います。
小谷野　上司からもよく「現状維持
は後退の始まり」と言われています
ので、何か変えていかないと、という

気持ちは持ち続けるようにしたいで
すね。
佐藤　日々の業務はもちろん大切で
すが、それだけでは視野が限られて
しまいます。将来に向けた投資と思っ
て参加してもらいたいですね。一度
参加してもらえれば、その意義が理
解できると思いますので、Familyの
誌面を通じてイベントを疑似体験し
てもらうのも面白いでしょう。

福岡　最後に、今後のFamilyやファ
ミリ会に対する期待をお聞きしまし
た。（図4参照）
浅見　Familyをネットで閲覧した
いとの声もありますね。すでに
FAMILY ONLINEでも閲覧できま
すが、ログインが必要だったりする
ので、そこが課題かもしれません。
佐藤　ネットでも簡単に閲覧できる
ようにすることは、もう「マスト」、
必須ですね。それも一方的な情報発
信ではなく、読者が情報に対する感

FUJITSUファミリ会会長
第一生命情報システム株式会社 代表取締役社長

佐藤 智 氏

NDKイッツ株式会社 
NDK次期基幹システム部 システム共通課

矢作 澄生 氏
入社4年目

株式会社インフォテクノ朝日 
デジタルソリューション部 デジタルフロントG

浅見 直人 氏
入社5年目

ファミリ会の会員同士による
新たな交流の場を創造したい

イベントやセミナーを、
自らの視野を広げる機会に

図3：アンケート結果③　会報Familyやファミリ会の活動について

8名

8名

3名

2名

2名

ICT基礎講座

トップは語る

講演録

支部見聞録From

HUMAN HUMAN

会報Familyでよくお読みになる
記事は？（複数回答可）

ファミリ会のイベントや
セミナーなどに参加したことは？

イベント・セミナーに
参加した際の満足度は？

頻繁に
参加
4名

非常に満足
6名

まあまあ満足
8名

やや
不満足
2名

不満足
0名

時々参加
16名

あまり参加
していない
4名

参加した
ことがない
6名
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想や意見を発信できるような、双方
向的な仕組みを早急に実現しなけれ
ばと思います。
福岡　仰る通りですね。よりわかり
やすい仕組みにしていけるよう、試
行錯誤していきたいと思います。
矢作　会員企業の取り組みを知りた
いという声も多いですね。私もICT
リーダー研究会に参加した際に、他
社の事例が大変参考になりました。
佐藤　DXという急激なデジタル改
革が進む中、他社の成功例や失敗例
を参考にしたいという思いが、より
強く、深刻なものになっているので
しょう。ファミリ会の会員数は4,200
団体以上あるわけですから、自社が
直面している悩みや課題を共有して
いる企業、あるいはすでに解決して
いる企業がきっとありますし、そこ
から課題解決へつながるヒントが得
られるはずです。そうした期待に応
えることが、ファミリ会の存在意義
だと思っています。
矢作　先ほど佐藤会長が仰いました
ように、ネットを通じて双方向型の
コミュニケーションができる環境を

作って、会員同士が相談できる「知恵
袋」のような仕組みができればいい
ですね。
手島　会員同士の交流は、技術的な
課題解決だけでなく、メンタル面で
も刺激を得られます。特に異業種交
流会などで畑の違う方と話してみる
と、人との接し方や、仕事に対するマ
インドの違いなど、様々な気付きが
得られます。
小谷野　若手は経験が少ないため、
どうしても視野が狭くなりがちです
から、いろいろな職種、年代の方と話
せる機会があると嬉しいですね。
浅見　確かに、会議の進め方1つでも、
企業文化の違いが見られて興味深い
ですよね。ただ、そうしたきめ細か
なコミュニケーションには、ネット
よりも対面で話す場が向いているか
も。
佐藤　人的交流にも、対面でのリア
ルな交流とネットを通した交流、そ
れぞれの良さがあります。両者をう
まく融合させて、会員同士の新たな
交流の場を創造していく。それもま
た、これからのファミリ会の役割で

すね。

福岡　今回の座談会を踏まえて、ファ
ミリ会会長として会員の皆様に向け
たメッセージをお願いします。 
佐藤　本日はアンケート回答も含め、
若手の皆さんの声を聞ける貴重な機
会となりました。現在、コロナ禍に
加え、デジタルで大きく変革する時
代の変わり目を迎えています。こう
した環境変化に対する会員企業の前
向きなチャレンジを支援し、貢献で
きるファミリ会でありたいと思って
います。
福岡　ありがとうございました。 今
回いただいたご意見を、今後のファ
ミリ会の活動やFamilyの誌面作り
に活かして、 より皆様の活動に役立
つ情報を発信していきたいと思いま
すので、これからもよろしくお願い
いたします。

株式会社ワイ・シー・シー 
ヘルスケアシステム部

手島 知子 氏
入社5年目

第一生命情報システム株式会社
個人保険システム第一部 

小谷野 綾香 氏
入社4年目

富士通株式会社 グローバルマーケティング本部 
ジャパンマーケティング統括部
カスタマーリレーション部

福岡 千愛

佐藤会長から
会員の皆様へのメッセージ

図4：アンケート結果④　今後の会報Familyおよびファミリ会への期待

●インターネットでも誌面を閲覧できるようにしてほしい。
●他の会員企業がどんな取り組みをしているか知りたい。
●作家や社会学者、哲学者などへのインタビューも読んでみたい。
●SDGsや女性活躍推進、リモートワークでのコミュニケーションの活性
化などについて、会員企業の取り組みを知りたい。
●悩みや課題について、意見交換や改善策を共有できる機会がほしい。
●著名人にオンライン講演していただければ参加したい。
●4月や5月に新入社員向けセミナーがあるとありがたい。
●会員企業の若手社員同士が交流できる機会があれば、良い刺激になる
と思います。

ファミリ会の活動に期待することは？（複数回答可） 会報Familyやファミリ会へのご意見やご要望を
お聞かせください。

18名

16名

14名

10名

3名

1名

最先端のICT情報の発信

セミナーやe-Learningなどを
通じた人材育成

異業種を含めた人的交流

富士通の研究成果や
事業動向などの発信

春季・秋季大会などのイベント開催

各種分科会やLS研究委員会
などの研究活動

Young members   Chairman Sato
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1964年 ファミリ会と会報ファミリが誕生
※年表中の黒字は社会、赤字は富士通、青字はファミリ会および会報Family

1982年頃 会報Family100号発行

1935年（S10） 富士通信機製造（株）として創業

1945年（S20） 第二次世界大戦終結

1954年（S29） 日本初のリレー式自動計算機「FACOM100」完成

1964年（S39） 東京オリンピック
FACOMファミリ会発足
会報ファミリ創刊

1965年（S40） 第一回総会を開催

1966年（S41） 会報の名称を「Family」に変更

1967年（S42） 富士通（株）に社名変更

1970年（S45） 大阪万博

1971年（S46） FACOMATE-NEWS発刊

1974年（S49） IBM互換性汎用コンピュータ
「FACOM Mシリーズ」発表
初の論文発表会

1975年（S50） 電子計算機の輸入自由化

1977年（S52） FACOMATE-NEWSを会報 Family に統合

1978年（S53） 2,000 会員を突破
ラージシステム研究会設立

1981年（S56） ビジネス用パソコン「FACOM9450」発表

1983年（S58） 3,000 会員突破

1989年（H1） 平成に改元
32ビットパソコン「FM-TOWNS」を発表

FUJITSUファミリ会と会報Familyの

過去、そして未来
P

ar
t1 過去から

現在へ

ここからは、半世紀以上にわたるFUJITSUファミリと会報Familyの
歴史をたどりながら、その果たしてきた役割と、今後のあるべき姿を
考えていきます。まずは、創刊号をはじめ、100号、200号など節目と
なる号が発行された当時の状況について、社会の動きやITの進歩と共
に振り返っていきましょう。

情報化社会の黎明期を支えるために
富士通（当時は富士通信機製造）のユーザー会として
「FACOMファミリ会」が発足したのは、1964年のこと。
FACOMとは「Fujitsu Automatic COMputer」の略
で、1954年に完成させた国内初のリレー式自動計算機
「FACOM100」以来、富士通コンピュータの代名詞となっ
ていた商標です。コンピュータが普及する中、急拡大す
るFACOMユーザーとの情報交流を目的に発足したの
がファミリ会であり、その広報誌として会報「ファミリ」（後
に「Family」と改称）も産声を上げました。当時はまだ
身近な存在ではな
かったコンピュー
タに親しんでいた
だけるよう、誌面を
通じてきめ細かな
情報発信を行い、
会員企業の情報化
を支援しました。

国際標準化の波を捉えてシェアを拡大
1970年代に入ると、世界各地でのコンピュータの普及
拡大を背景に、国際標準化の動きが加速。こうした潮
流に対応すべく、富士通は事実上の世界標準であった
IBM製コンピュータとの互換性を持つ「FACOM Mシリー
ズ」を1974年に開発。この成功により国内で売上トップ
に躍進し、ファミリ会の会員数も急増します。コンピュー
タがより身近な存在となったことで、求められる情報
も高度化・多様化。そこで、年5回の発行だった会報
Familyを、後発の月刊広報誌「FACOMATE-NEWS」
と統合して1977年
から月刊化。その
翌年には、大規模
ユーザーを中心と
したラージシステ
ム研究会（現在の
LS研究委員会）も
設立されました。

～
 19

60
年
代

19
70

年
代

19
80

年
代

FACOM100

FACOM M190

Past   Future

会報Family

400号
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family_vol400_P02-23_0419n.indd   8 2021/04/20   10:30



9Family400号2021.4.20

1993年頃 会報Family200号発行

2004年 会報Family300号発行

2021年 会報Family400号発行

1990年（H2） FUJITSUファミリ会に名称変更
ネットワーク研究会設立

1991年（H3） バブル崩壊
携帯電話「ムーバ F」発表
富士通との意見交換会スタート

1993年（H5） Windows 対応の国際標準機「FMVシリーズ」発売

1994年（H6） 商用インターネットサービス「infoweb」の提供を開始
ラージシステム研究会を「LS 研究委員会」に名称変更

1995年（H7） Windows95 発売

1997年（H9） ファミリ会ホームページ開設

1999年（H11） i モード発売
プロバイダーサービス「＠nifty」誕生

2001年（H13）米国同時多発テロ
「eふぁみり」の公開開始

2002年（H14） FUJITSU Way を制定

2003年（H15）地上波デジタル放送開始

2004年（H16）会報 Family300 号発行

2007年（H19） LS 研究委員会がファミリ会の構成組織に

2008年（H20）リーマンショック

2010年（H22） iPad 発売

2011年（H23）東日本大震災
スーパーコンピュータ「京」が世界一に

2012年（H24）東京スカイツリー完成

2014年（H26）ファミリ会創立 50周年

2015年（H27）富士通創立 80周年

2018年（H30） LS 研究委員会創立 40周年

2019年（R1） 令和に改元

2020年（R2） コロナ禍により東京オリンピックが延期
スーパーコンピュータ「富岳」が世界一に
ファミリ会ホームページ内に「FAMILY ONLINE」を新設

2021年（R3） 会報 Family400 号発行

IT革命が進展、主役はオフコンからパソコンへ
1990年代に入るとWindowsOSの普及により個人向け
の「パーソナルコンピュータ（パソコン）」が主流に。情
報通信ネットワーク化も進み、企業でも分散処理型の
クライアント・サーバシステムが普及し始め、多様な業
務にコンピュータが適用される「IT革命」が進展しました。
もはやコンピュータは一部の専門家だけのものでなく、
働く人すべてが使うものとなったことから、会報Family
もより身近な誌面作りを目指すべく、リニューアルを重
ねます。1989年に
はAB判、1993年
にはA4サイズに判
型を変えながら、
誌面の充実を図り
ました。

ネットワーク社会の到来に対応
インターネット社会の到来は、IT産業にも大きな変化
をもたらします。「IT（情報技術）」から「ICT（情報通信
技術）」への変化も、この頃から始まりました。ファミリ
会もこの変化にいち早く対応し、1997年にホームペー
ジを開設。2001年には会報Familyを公開するサイト「e
ふぁみり（現在はファミリ会サイトに統合）」も立ち上
げます。2004年に発行されたファミリ会40周年と創刊
300号の記念号の
前後では、「ユビキ
タスネットワーク」
や「電子マネー」「量
子コンピュータ」な
ど時代を先取りす
るテーマも紹介さ
れています。

コロナ禍が加速させたDXを先取り
2010年代に入ると、ICTの進化がさらに加速します。モ
バイル端末は携帯電話からスマートフォンやタブレット
へと進化し、センサやデバイスなどと共にIoT社会を構
築。さらに、SNSやECの普及、キャッシュレス化の進
展、AIの進化、ビッグデータ活用、テレワークやDXなど、
企業が対応すべきテーマがより多様化しています。ファ
ミリ会では、会報Familyを通じた情報発信に努める一
方で、会員が時間
や場所を選ばず
参加いただけるよ
う、コロナ以前か
らWeb上での活動
を強化。絶えるこ
となく情報発信を
続けています。

19
90

年
代

20
00

年
代

20
10

年
代

20
20

年
代

FMVシリーズ

FUJITSUファミリ会Webサイト

FAMILY ONLINE
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なったグラス型端末なども普及して
いるでしょう。さらに想像を広げれ
ば、靴や服など、これまでデジタルと
は縁遠かったものが、まさしくウェ
アラブル端末として私たちの生活を
サポートしてくれるかもしれません。

――それは楽しみです。機能的には
どのようなサポートが期待できるで
しょう？
　私が最も期待するのはコミュニケー
ション支援です。同時翻訳はもちろ
ん、会話の内容に応じてAIが必要な
情報を提供してくれるなど、会話の質
を高めてくれるようなサポートが実
現しているのではないでしょうか。

――それは便利ですね。
　日常生活での利便性向上だけでな
く、日本の競争力強化にもつながる
でしょう。日本企業がグローバル市
場で苦戦している理由の1つが、外国
語でのコミュニケーション力が不足
していること。そこを情報ツールが
補ってくれれば、国際社会での存在
感を高めていけるはずです。

――楽しみな反面、そうしたツール
を使いこなせるか不安もあります。
　これからの社会では、次世代の情
報ツールをいかに使いこなすかが、
従来以上に問われるでしょう。すで
に、YouTubeに自作の動画を投稿す
る「ユーチューバー」や、ネット上で
のライブ配信で収益を得る「ライ
バー」など“新時代の寵児”が活躍し
ています。自宅にこもって、自分の
興味ある何かに集中してきた、いわ
ゆる「引きこもり」と呼ばれている人
たちが、2038年の社会の主役になっ

――今から17年後の2038年に向
けて、私たちの社会はどのように変
わっていくのでしょうか？
　大きく変化する部分もあれば、あ
まり変化しない部分もあるでしょう。
前者の代表が、モバイル端末などの
情報ツールや、自動運転などのモビ
リティ、加えて地球環境への対応な
どです。これまで私たちは地球に大
きな負担をかけていましたが、SDGs
に象徴されるように、ここ数年で改
善度は大きく高まるでしょう。

――なるほど。一方で、あまり変わ
らない部分とは？
　私たちの目に見える部分について
は、スマートシティ化やモビリティ
の革新などを除いては、あまり大き
な変化はないと予想しています。振
り返ってみれば、バブル崩壊以降の
日本は「失われた30年」と呼ばれる停
滞が続いていて、大きな変化は見ら
れませんでした。その間に国際的な
競争力が低下したとの指摘もありま
すが、それでも、これほど便利で快適
な社会はありません。見方を変えれ
ば、日本社会の基礎は30年前にほぼ
完成していたわけで、変わる必要が
なかったとも言えます。

――これからの日本社会の変化は、
外見ではなく、内面的なものという
わけですね。
　特に大きな変化が期待できるのが
情報ツールです。例えば、ヘッドマ
ウントディスプレイがコンパクトに

P
ar

t2 創刊500号を
見据えて

会報Familyの隔月発行がこのまま継続した場合、次の節目となる創刊500号を迎えるのは、
17年後の2038年になります。その時、デジタル社会はどのような姿に進化しているのでしょ
うか？そしてFUJITSUファミリ会と会報Familyはどうなっているのでしょうか。数々の講演
や著書において、これからの未来予想図と私たちのあるべき姿を指し示している、富士通の
首席エバンジェリスト中山氏にお聴きしました。

2038年の社会を想い描く

進化した情報ツールが
コミュニケーションの質を高める

富士通株式会社
理事　首席エバンジェリスト

中山 五輪男 氏
1964年生まれ。法政大学工学部電気工
学科卒業後、複数の外資系ITベンダー、
ソフトバンク社を経て現職に。DXやAI、
クラウド、IoT、スマートデバイス、ロボッ
トなどの分野を中心に、年間約200回以
上の講演活動やTV番組出演、執筆活動
などを通じてビジネスユーザーへの訴求
活動を展開。国内30以上の大学で特別
講師も務める。

Past   Future
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ていたりするかもしれませんね。

――ファミリ会では近年、会報
Familyと「FAMILY ONLINE」など
Webコンテンツとの連動を進めて
いますが、これらメディアを通じた
会員の皆さんとのコミュニケーショ
ンは、どう変わっていくでしょう？
　メディアのあり方について、多く
の方が予想されているのが紙媒体の
衰退でしょう。ネット社会が本格化
した2000年代初頭も、新聞や雑誌な
どは消滅してしまうとの予想があり
ましたが、今でも一定の存在感があ
ります。やはり紙で配布する意義は
大きいので、私は将来も残っている
ものと予想しています。ただし、紙
とデジタルとの融合はさらに進むで
しょう。例えば、すべての記事にQR
コードが付いて、関連サイトと連動
するような誌面になるのではないで
しょうか。

――紙とデジタル、両メディアの特
性をうまく融合させてくことが大切
になりますね。
　メディアの選定だけでなく、いか
に付加価値を高めるかが問われます。
そこで大切なのが、読者との双方向
コミュニケーションです。富士通も
「VOICE」プログラムを活用してお
客様の声を収集・分析していますが、
会報Familyの編集に際しても、読者
がどんな情報を求めているかを把握
することが求められるでしょう。

――会員の求める情報を提供しなけ
ればという指摘は、ファミリ会の活
動そのものにも当てはまりますね。
　会員企業の皆さんがファミリ会に
加入しているのは、ここでしか得ら
れない情報があるからこそ。従来か
らの最先端ICTトレンドや富士通の
取り組みに加え、今後は会員企業同
士のコミュニケーションを活発化さ
せるなど、より多様な情報が得られ
る場にしていくべきではないでしょ
うか。

――確かに、400号を記念したアン
ケートでも「他の会員企業の取り組
みを知りたい」との声が上がってい
ました。
　率直にいえば、会員企業の皆さん
が本当に知りたいのは、成功例より
も失敗例だと思います。自身の失敗
を公開するのは抵抗もあるでしょう
が、成功よりも失敗から学ぶことが
多いのも事実です。富士通が率先し
て失敗事例を語ったり、企業名の公
開がはばかられる場合は「覆面座談
会」のような形で紹介したり、いろい
ろ工夫してみてはいかがでしょうか。

――面白い企画になりそうですし、
失敗経験から得られた知見を共有ナ
レッジ化することにもつながります
ね。
　そもそも、日本企業は失敗を恐れ
すぎるあまり、PDCA でいえば
PLAN（計画）に時間をかけ過ぎです。
これではスピーディーな変革は望め
ません。DXに取り組む際も、1つの
プロジェクトに社運を賭けるのでな
く、失敗しても良いからたくさんプ
ロジェクトに挑戦し、見込みのあり

そうなものに注力する、といった姿
勢にすべきでしょう。そうしたマイ
ンドチェンジを促すのも、今後のファ
ミリ会の役割かもしれません。

――最後に、会員企業の皆様、特に
2038年には主役となっている現在
の若手社員へのメッセージをお願い
します。
　最近、読んだ本で印象に残ってい
るのが「アフターデジタル」という
概念です。あらゆるものがデジタル
化された社会では、リアルの視点か
らデジタルを活用するといった従来
の考え方が通用しなくなります。そ
うした社会で生き残るには、デジタ
ルを起点に、どうリアルを動かすか
を考える必要があるでしょう。（図
参照）

――ここでもマインドチェンジが必
要になるわけですが、2038年の社
会を担う若手社員たちは、生まれた
頃からデジタルに親しんできた「デ
ジタルネイティブ」ですから、むし
ろ彼らの方がいち早く対応できるか
もしれませんね。
　マインドチェンジは目的ではな
く、社会で生き残っていくために必
要な考え方を身に付けること。その
うえで大切なのが、自分や自身の属
する組織や企業がどのような存在で
ありたいのか、しっかりしたビジョ
ンを描くことです。2038年、さらに
その先の未来に生きる私たちの姿
を、一緒に描いていきましょう。

2038年のFamilyとファミリ会

会員の皆さんが求める情報提供
を強化していくために

読者へのメッセージ

「アフターデジタル」時代への
マインドチェンジが必要

出展：「アフターデジタル　オフラインのない世界に生き残る（日経BP／藤井保文、尾原和啓）」を基に作成

図 アフターデジタルとは

リアル デジタルリアルが
デジタルを活用

（リアルとデジタルは別個）

ビフォアデジタル

リアルは
デジタルの一部

（デジタルがリアルを包含）

アフターデジタル デジタル

リアル

Past   Future
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　川崎フロンターレは皆さんご存じ
のように富士通サッカー部を前身と
するサッカークラブです。1999年に
Jリーグに参入し、2017年／18年にJ1
リーグ優勝、19年にはJリーグ杯、そ
して昨シーズンはJ1リーグと天皇杯
の2冠を達成し、ありがたいことに強
豪と呼んでいただけるまでに成長し
ました。ところが初タイトルを獲得
する2017年までは国内３大タイトル
で8度の準優勝と、なかなか優勝に手
が届かない状態が続き、「シルバーコ
レクター」と揶揄されることもあり
ました。　
　2015年4月に社長として川崎フロ
ンターレを任される立場になり、何

が足りないのかとマイナス要素を意
識するのではなく、何を足せば良い
のかというプラスの観点で取り組み
ました。

　1つ目は本業であるサッカーです。
当時の風間八宏監督はただ勝つだけ
ではなく、観客を魅了するサッカー
にこだわっていました。パスを細か
くつないでゴールを狙う、観ていて
楽しいサッカースタイルを作るには、
高い技術が求められます。できる選
手を手っ取り早くそろえるのであれ
ば、外国人選手や有名な選手をほか
のクラブから獲得すればいいのです
が、それには莫大なお金がかかりま

す。当社は潤沢に資金があるクラブ
ではないので、獲得できる選手に限
りがあります。一方、アカデミーと
呼ばれる育成機関で、若い選手を育
てるには、それなりの時間がかかり
ます。これらを融合させたクラブ作
りについて、我々スタッフ全員が意
識するのはもちろん、支えてくれて
いるサポーターにも、目の前の勝敗
に一喜一憂するのではなく、次に続
く負けもあることを理解してもらう
必要がありました。
　そこで、2つ目として、サポーター
とより強固な関係を築くことを考え
ました。「今は勝てなくても数年後に
は優勝するから、それまで応援を続
けてほしい」というのは本来、受け入
れがたいものです。ですが、川崎フ
ロンターレには様々なイベントを通

シルバーコレクターから
強豪クラブへ

3つの観点で
クラブを強化

企業における組織力向上の秘訣

藁科 義弘氏

株式会社川崎フロンターレ
代表取締役社長

特別インタビュー

2020年度は、Jリーグ優勝と天皇杯初優勝の2冠を
達成した川崎フロンターレ。
会報Family創刊400号を記念し、社長就任から強
豪クラブを作り上げるまでの球団経営など、企業に
おける組織力向上のヒントを、藁科社長に伺いました。

Special   Interview

会報Family

400号
記念特集

わらしなよしひろ／1957年生まれ。
立命館大学卒業後、1980年、富士
通株式会社に入社。2006年、同社 
総務部長。2012年、株式会社富士
通マーケティング 執行役員に就任。
2015年、株式会社川崎フロンター
レ社長に就任する。サッカー王国・
静岡県の出身ながら、青春時代はテ
ニスに打ち込み、高校時代には静岡
代表でインターハイや国体にも出場
したスポーツマンの一面も持つ。
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じて、地元川崎市に寄り添い、サポー
ターと積み上げてきた信頼の土壌が
すでにありました。
　この関係をより強化しファミリー
的なものにするために、毎月定例会
議を開くようにしました。おそらく
ここまでやっているクラブはほかに
ないと思います。サポーターとの絆
を深めることで、我々社員と同じ気
持ちを持って、長い目でクラブを応
援し、一緒に戦ってもらえるように
意識を統一することができました。
　そして3つ目は会社組織の強化で
す。これまで当社は、会社としてき
ちんと成り立っていたかというと疑
問符がつきます。
　例えば月次決算。古くからの体質
からか、月次決算が多少ずれても年
間を通して法的手続きに基づいて運
営すれば問題ないという感覚が長く
続いていました。しかし経営する立
場としては、イベントを開催する際
に、今キャッシュがどれくらいある
のかがわからないと正しい判断がで
きないわけです。普通の会社では当
たり前に行われていることができて
いない。そういうものがいくつかあ
りました。苦労も多くあったのです
が、悲壮感を持たず常に笑顔で接す
ることを意識しました。
　スポーツビジネスに関わるのが初
めての私は、まず各部門のリーダー
と面談を行いました。すると、それ
ぞれが面白いビジョンや夢を持って
いるのに、具現化できているものが
あまりないことがわかりました。

ホームページ1つ取っても、複数のコ
ンテンツが雑然と並んでいるだけで、
会社として何を目指しているのかが
伝わらない状態でした。面談で目指
す姿を整理した中で、明確だったの
が「優勝したい」という想いです。
　2016年に、社員たちを前に3年後に
は必ずタイトルを獲ると宣言しまし
た。選手たちは毎年優勝するつもり
で戦ってくれていたので驚きはな
かったと思いますが、社員たちは
「えー（できるの）？」と思ったかもし
れません。それでも私は、今はいろ
いろな方向を向いている会社だけれ
ど、優勝という目標に向けて社員が
同じ方向を向きさえすれば、必ずで
きると確信していました。

　当社の収益はスポンサー企業から
の『広告収入』、成績に応じてリーグ
から支払われる『報奨金』、そしてサ
ポーターからの『入場料・グッズ販売』
で成り立っています。安定したクラ
ブ経営にはいかに多くのサポーター
にスタジアムに来てもらうかが重要
です。そのためにはクラブが強くな
くてはいけないのですが、ただ強け
ればいいのかというと決してそうで
はありません。一番大切なのは、地
域の皆さんに愛されるクラブになる
ことです。
　これまでにも、ホームの等々力ス
タジアムで宇宙開発事業団（JAXA）

とコラボレーションイベントを開催
するなど、サッカーファン以外にも
足を運んでもらえるよう、イベント
内容に工夫を凝らしてきました。ま
た、選手が登場する「フロンターレ算
数ドリル」を作って市内の小学校に
配布したり、夏休みには選手にも参
加してもらって地域の方と一緒に多
摩川の清掃活動をしたりと、地元の
人とクラブを結び付ける活動をして
きました。社長の私も自ら町内会に
出席して挨拶をしたり、様々なイベ
ントに積極的に参加したりしていま
す。地域の人に愛されるためには、
なるべく多くの機会を作って会話を
して、皆さんに親しみを覚えてもら
い「あなたがいるから応援するよ」と
いう言葉を引き出すことが大切です。
そういった関係が作れているからこ
そサポーターはスタジアムに足を運
んでくれるのだと思います。
　幸い当社には、吉本興業出身でエ
ンタテインメントに長けた人や、親
しみやすく地元の人からかわいがら
れるタイプの人など、個性豊かな人
材が揃っています。
　会社が成長するためにベースとな
るのはやっぱり「人」だと思います。
これまでも不器用な人間が集まって
それぞれのマイナスを補いながら
やって来ました。トップとしてはコ
ミュニケーションを取り、多くのア
イデアをまとめ上げ、それぞれが持っ
ている能力を最大限に発揮できる場
所を作り上げることが必要だと思い
ます。

地域に愛されるクラブに
なるために

左／2020年11月25日、川崎フロンターレは2年ぶり3度目のJ1リーグ優勝
を果たした。リーグ戦4試合を残しての優勝は、リーグ史上最速だった
中／選手による川崎市内各地の商店街への挨拶回りは、年始の恒例行事。こ
うした地道な活動の積み重ねが、サポーターとの信頼関係につながっている
右／2015年に陸前高田市と友好協定を結んだ「高田フロンターレスマイル
シップ」『ふろん田』で収穫された米で日本酒を製造・販売し、交流は続く
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　Jリーグでは新型コロナウイルス
感染対策のために現在も入場制限が
続いています。制限前まではホーム
ゲームは常に満員、平均2万3000人の
サポーターに応援に来ていただいて
いました。　
　サポーターで埋め尽くされたスタ
ジアムを見ていつも感じるのは、す
べての人への感謝の気持ちです。
我々のビジネスはスポンサー企業や
サポーターの皆さん、そしてスタジ
アムでの試合運営に協力してくれる
ボランティアの方々、さらには川崎
市の行政や市民の皆さんなど、川崎
フロンターレに関わるすべてのス
テークホルダーの協力があって成り
立っています。皆さんの「応援して
あげよう」という想いがなければ、
我々のビジネスは成り立ちません。
　川崎フロンターレに携わるように
なって、改めて感謝の気持ちや謙虚
な姿勢の大切さを感じるようになり
ました。これはどんな仕事にも通じ
ると思っています。ここでの仕事は
究極のBtoCですが、BtoBであって
も常にお客様のことを考え、笑顔に
するために何をするべきなのかを考
えることが大切なのではないでしょ
うか。

　2017年にホームの等々力スタジア
ムで初優勝を決めた瞬間の感激は今
も忘れられません。ピッチ上にいた
選手たちはもちろん、スタンドのサ
ポーターの皆さん、我々社員も皆泣
いていました。1つ言えるのは何かを
改革したから急にタイトルが獲れた
のではなく、これまでに苦しんだ21
年があったからこそ成し遂げられた
ということです。私や2017年にいた
選手たちの力だけでは決してないと
思っています。
　これまでの努力が実り、お陰様で
川崎フロンターレは、Jリーグが実施
しているアンケート調査で「地域に
大きな貢献をしている」クラブとし
て、2019シーズンまで10年連続で第1
位に選ばれています。また、Jリーグ
所属の全クラブについて、マネジメ
ント（営業力）、経営効率、戦略、財務
の視点からランキングする「Jリーグ 
マネジメントカップ」においても直
近3年間で、2位、1位、2位を獲得する
など、経営面でも高い評価を得てい
ます。
　その一方で現在のコロナ禍では、
集客で売上を上げるという従来のス
タイルでは限界にきています。スタ
ジアム以外で新たな収益を上げる手

段を考えなくては、さらなる成長は
望めません。昨シーズン試行錯誤す
る中で、ある一定のナレッジができ
たことに加え、ビッグスポンサーで
あり、株主である富士通はイノベー
ションが強みですから、5G時代にふ
さわしいデジタルを使った新ビジネ
スをぜひ一緒に作り上げていきたい
と思います。
　2021年、川崎フロンターレはアジ
アNo.1を決める大会、AFCチャンピ
オンズリーグ（ACL）に出場します。
過去に3回、最高順位としてベスト8
を獲りましたが、今年こそベスト8を
突破して、アジアNo.1を獲りたいと
思います。そして、もちろん国内タ
イトルも狙っていきます。ぜひこれ
からも応援をよろしくお願いします。

感謝の気持ちや
謙虚な姿勢が大切

2021年、目指すは
アジアNO.1クラブ

藁科社長から、川崎フロンターレ
所属の家長選手、ダミアン選手、谷
口選手、三笘選手、小林選手、大島
選手のサイン色紙を抽選で18名様
にプレゼント！

会報Familyに関する感想と、川崎フロン
ターレへの応援メッセージをご記入のうえ、
こちらのQRコードからご応募ください。
※講演依頼もお受けいたしますので、お気軽にお
問い合わせください

誌面に掲載しきれなかった藁科社長イ
ンタビューの全容は、「会報Familyオ
ンライン」にて動画で公開しています
ので、ぜひご覧ください。
※「会報Familyオンライン」新登場！会報Family
掲載記事がWeb形式でさらに見やすくなりました。
PCからもスマホからも気軽にアクセスください！

サイン色紙の
ご応募はこちらから

応援がもっと楽しくなる
「川崎フロンターレ

ファンクラブ入会」はこちらから

ビジネス編 スポーツ編

川崎フロンターレ
オフィシャルグッズの
購入はこちらから

P R E S E N T
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